
































類や呼称, 制度上, 統計上の取り扱い, 韓国と中国のあんこ
う網について概説する｡ 第２章では, 有明海における幕末か
ら明治期までのあんこう網の生成と普及過程を概観し, 熊本,








































































































































































































 袋網を海底に建てた杭, または竹に結ぶもの｡ これに










 袋網をロープで碇 (樫木製, 以下, 素材は往時のもの)
につなぎ止め, 網口は上辺に浮子棒 (竹), 下辺に沈子













あんこう網の対象魚種は, 有明海ではアミ, エビ, 小魚,
魚類があり, それぞれ網目, 網の規模, 漁場, 漁期などが異
なる｡ このうち有明海で獲れる ｢アミ｣ の大半は ｢マアミ｣
で, その他の ｢ゴアミ｣ と区別する｡ ｢マアミ｣ (標準和名は
アキアミ｡ 分類上はアミではなくエビの仲間) はアミ漬けに
加工される｡ 以下, とくに断らない限り, この ｢マアミ｣ を
アミという｡ ｢ゴアミ｣ (分類上もアミ) は肥料用である｡ ア
ミ, エビ, 小魚は地先の沿岸域で漁獲され, 漁期も限られる｡
魚類を対象とするものは, 魚種に合わせて漁場を移動するの
で比較的漁期が長い｡ こうしたアミ, エビ, 魚類を組み合わ
せて操業する場合も多い｡ 朝鮮海出漁はグチが主対象で, 漁
期は４～６月の３ヶ月とする場合が多い｡ しかも魚群の回遊




あんこう網 (鮟鱇網) の呼称も様々である｡ 福岡県では,
沖あんこう網 (エビを漁獲, または朝鮮海出漁) と内あんこ
う網 (または田内＝たうちあんこう網, たおうちあんこう網,
稚魚を漁獲), 荒目あんこう網 (魚類を対象) と細目あんこう
網 (エビを対象), あるいは道楽網と呼ばれる｡ バッシャ網
(バッシャの意味は不明) と呼ぶこともある｡ 福岡では内あん
こう網やバッシャ網は規模が小さく, 沿岸性のあんこう網を
指す｡ 杭 (または竹) で固定するか杭に結ぶものに提灯綟子
網 (ちょうちんもじあみ｡ アミを漁獲), こうもり網がある｡
佐賀県では, 杭で固定するか杭に結ぶものに綟子網, あん
















める場合が多いが, 袋網, 建網 (底建網), 張網, 定置網,








『明治前日本漁業技術史』 (年) では, 底網漁のなかに
袋建網漁を設け, 肥前の ｢バッシャ網漁｣, 肥後の ｢江張網
片岡千賀之：あんこう網漁業の発達－有明海での生成と朝鮮海出漁－
漁｣, 及び ｢あんこう網漁｣ などをあげている｡ このうち,
肥前の ｢バッシャ網漁｣ のうち南高来郡のものと肥後の ｢あ
んこう網漁｣ が袋網を碇で固定するあんこう網であり, その
他は杭 (竹) で網口を開くか, 杭に袋網を結んでいる)｡ 今
日, 漁具図鑑としてよく用いられる金田禎之 『日本漁具・漁
















法 (漁業種類) に含まれているのかわからず, 統計が利用で
きないことも起こる｡
３) 韓国及び中国のあんこう網漁業
韓国についてみると, 現在, 袋網類の中をすくい網, 柱木















網が影響を与えている｡ 岡本正一 『満支の水産事情』 (
年) では, 定置漁業の中の張網漁業で袋網を杭に結んだ各種
のあんこう網類似漁法が紹介されている｡ 関東州の ｢駐木網
漁業｣ (朝鮮の ｢柱木網｣ と同一) は年頃, 山東省方面
から伝わり, 関東州で最も普及した定置漁業としている｡ 同
書には, 有明海から伝搬したあんこう網が下網漁業の中の船
張網漁業として ｢満州国｣ にみられるとしている｡ また, 中
国中部の大甫網 (あんこう網, 漁具分類上は敷網類) 漁業に
も触れている｡ 漁期は４月中旬～８月中旬で, タチウオ, フ
ウセイ, キグチを漁獲する｡ 漁船隻に４～５人が乗り組み,
大潮時に１日２回操業する｡ 網は網口の幅が９尋 (１尋は
	ｍ), 網の長さが尋で, 麻製である)｡ 当時の日本のあ
んこう網より小型であるといえる｡
真道重明氏 (








｢中国海洋漁業簡史｣ (年, 和訳本は年) では, あ
んこう網を建網類－張網類－抛碇張網－双碇張網 (例：浙江
省の大捕網 (大甫網と同じ)) と単碇張網 (例：遼寧省のあ
んこう網) に分類している (定置網という分類はない)｡ 遼
寧省のあんこう網は朝鮮から伝わったとしている)｡
また, 『中国海洋漁具図集』 (年) は張網類の中にあん
こう網を含めている (定置網という分類はない)｡ あんこう
網も種類は多いが, 碇止めで, 帆布を網口の両端に張った帆
張網, ｢あんこう網｣ などが規模が大きい｡ ｢あんこう網｣ は
遼寧省の例で, トン, 馬力の漁船で, 鴨緑江口近海で









荒尾村と長洲町で考案された｡ 最初は, 安政元 () 年頃,
荒尾村の漁民が近海に豊富なアミを漁獲するのに, 労力がか















魚類対象のあんこう網の台頭は, 在来の大網 (地曳網) と
の対立をもたらし, それが年になると一触即発の状況と









の 『熊本県水産誌』 では, 玉名郡のあんこう網は下沖洲村,
荒尾村, 大島町でも行われているが, 長洲町に集積している
としている｡ 長洲町は漁家戸, 漁船隻を擁する一大漁
村で, 大網, あんこう網, タイ延縄など各種漁業が発達して
いた｡ あんこう網は, 荒目あんこう網 (～３月, ボラ, タ
チウオを対象), エビあんこう網 (～１月), 綟子あんこう
網 (～１月, アミを対象) に分化している｡ エビあんこう
網の規模は網口の幅が６尋, 網の長さが	尋で, ２人操業で
ある｡ 漁網は自製で, 網材料の麻苧は宮崎県三田井地方産を
買い入れている｡ かっては, 富家が漁具を貸与し, 漁獲高を
折半してきたが, 年以降, 漁業者が編網機を製造, ある
いは漁具を改良したりして自立するようになり, 漁獲物販売
も自由となって漁業が盛んになった)｡
年刊の 『熊本県漁業誌』 では, あんこう網の操業方法







年の 『水産調査予察報告』 には, 有明海のあんこう網
に関して次のような記述がある｡ 旧３～月のタイ, マナガ














隻, 人 (したがって２人乗り) 中, 	人が死亡・行方不
明という大惨事となり, 年の台風でも		人の犠牲者を出






ろう｡ それによると, 長洲町の漁業戸数が	戸, 漁業者が
	人, 漁船数	
隻で, 大多数があんこう網漁業に従事し
ている｡ 	年ほど前と比べると, 漁家戸数, 漁船数が大きく
減少している｡ 年間の漁獲高は	円で, 漁獲高の多い魚
種は順にアミ, イカ, エビ, タチウオ, タイ, イカナゴ, ボ
ラとなっている｡ 周年操業であるが, 漁期によって魚種, 漁
場が変わり, １～３月は長洲沖, または島原沖でカマス, ３
～４月は三角沖, 島原沖でイカ, カマス, シロウオ, タチウ
オを対象とする｡ ３～４月は１日４回操業となる｡ ５月以降
は主に長洲沖で操業し, ５～８月はゴアミ (肥料用), ９～
月はアミ, ～	月はアミ, エビなどを対象とする｡
あんこう網の種類は, 綟子あんこう網, エビあんこう網,






比べて価格が安い, 糸の太さが均一, 柔軟で扱いやすい, 耐






る｡ ２～３人が乗り, 年間の漁獲高は	円ほどである｡ その
配分方法は, 船と網を２人前として, あとは乗組員数で割る
代分け制であった｡ 年代には, 長洲町では漁業経費を差









当時のあんこう網漁業の起業費 (創業費) は	円 (網を
自製するなら円) であった｡ 漁船が	円, 網糸が円,

















年刊行の長崎県 『漁業誌 全』 に, 有明海沿いの南北
高来郡で小エビ, 小イカ, 小雑魚を獲るバッシャ網があるこ
片岡千賀之：あんこう網漁業の発達－有明海での生成と朝鮮海出漁－	
とが記されている｡ 漁場は地先沖合で, 水深尋以内, 漁期
は旧３～月である｡ バッシャ網といっても, 北高来郡のも
のは諫早湾 (泉水海) で竹に袋網を結ぶタイプのもの (３人






代が降って, 年のバッシャ網の起業費をみると, 網 (麻






一方, 南高来郡のあんこう網の統数は, 年現在, 多比




















































エビ, クチゾコ (シラビラメのことで, クツゾコとも呼ぶ),
などである)｡
あんこう網の発祥地に近い大牟田沖には盛んに入漁があっ
た｡ 『大牟田市史』 によると, ～年は肥前で考案され
た ｢バッシャ網｣ を購入して隻, 
人が, ～年は
改良型の ｢待網｣ 隻, 人が, その後, あんこう網を中
心に
隻, 人が入漁した), とある｡ あんこう網の名称
の違いが, 漁具漁法の変更によるものなのかはっきりしない





が伝搬し, アミを漁獲した｡ 一時隻に達したが, その後衰
退し, 年頃には半減した｡ 年頃, 綟子あんこう網の
規模を大きくした細目あんこう網が出現し, グチやタイを漁獲
するようになった｡ その後にバッシャ網 (道楽網) が出現する｡
年現在, あんこう網漁業は, 類似漁法の提灯綟子網
(統, １統あたり平均漁獲高～円) を除くと, 沖端
村に荒目あんこう網統 (３～月, 朝鮮海出漁と島原沖で
操業, グチとタイを漁獲, 平均漁獲高円), 細目あんこう
網統 (９～月, 島原沖でマエビを漁獲, 平均漁獲高
円), 三川町に道楽網
統 (冬季を除き島原, 筑後沖でタイ,










県出品の ｢あんこう網｣, ｢労楽あんこう網｣, 長崎県出品の
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としたうえで, 網は麻製, 網口の幅が尋, 網の長さが尋
(尋の袋網に尋の網先がついている) である｡ 網口には
３個の浮子樽がつき, 沈子桁と碇には樫材が使われている｡




短く, エビ, タチウオ, ホウボウ, ヒラ, クチゾコ, グチを





目網としたもの, 小城郡漁業組合出品の ｢待網｣ はあんこう
網の小規模なものであった)｡
	年刊の ｢佐賀県漁村調査報告｣ によると, 潮流を利用
した漁具には, 袋網を杭に結んだ綟子網, あんこう網, 提灯
持ち網, こうもり網と碇で固定する道楽網があるとしている｡
佐賀県では杭で袋網を止めるものも ｢あんこう網｣ と称した｡
小城郡芦刈村, 佐賀郡西与賀村でこの ｢あんこう網｣ が使わ




































者で, 季節的にあんこう網に従事) したものがあり, それぞ

















合会と改組した｡ 連合会は釜山に本部を置き, 馬山, 木浦,
元山, 仁川に支部を置いた｡ 同時期に, 長崎県, 熊本県, 福
岡県, 佐賀県にも通漁組合が創設されている｡ 出漁者は各府
県の通漁組合に入会し, その組合員証をもって現地連合会に
出頭, 漁業税, 手数料を払う体制とした｡ この年には出
漁範囲はこれまでの慶尚道, 全羅道, 江原道, 咸鏡道に京畿
道が加わった｡













り, 年には朝鮮漁業令と改正された｡ そこで漁業は, 定








(平安北道, 平安南道, 咸鏡北道, 咸鏡南道, 黄海道, 京畿
道, 江原道, 忠清北道, 忠清南道, 全羅北道, 全羅南道, 慶
尚北道, 慶尚南道｡ このうち平安北道, 平安南道, 黄海道,
京畿道, 忠清南道, 全羅北道, 全羅南道が西岸, または南岸
に面していてあんこう網漁業に関わる) にした (地図参照)｡
本稿では, あんこう網の朝鮮海出漁は年以降と遅いこと
もあり, 煩雑となるので, 固有名詞でない限り, 呼称を朝鮮
(朝鮮人, 朝鮮海), 行政区域名は植民地時代 (道) のもの
を使うことにする｡
 朝鮮のグチ漁業
あんこう網が主対象とする魚種はグチ (石首魚)) で, 朝
鮮西岸一帯に濃密に分布している｡ グチは朝鮮人の最も嗜好
する魚類であり, それゆえ, グチ漁業は明太子漁業に次ぐ漁




するので, それに合わせて漁期, 漁場が移る｡ すなわち,
３月頃は南部七山灘の大黒列島, 蝟島近海, ５～６月頃は中
部の延平島付近が最高潮となり, ６月下旬に北部の龍岩浦






朝鮮人のグチ漁業の漁具は, 網船 (繰網, ～人), 中
船網 (漁船の両脇に袋網を張り出す, ～人乗り), 碇網
(底刺し網, ～人), 柱木網 (または駐木網｡ 杭に縛る袋







れに出買船 (または沖買船という｡ 買い付け業者) が集合す







網｣ と ｢バッシャ網｣ の名前が出ている)｡ 両者を意識的に
区別しているのかどうかはわからない｡ 当時の主な朝鮮海出
漁の漁業は, イワシ網, タイ縄, フカ縄, サワラ流し網, 潜






















多く, 福岡県がそれに次ぐ｡ 佐賀県は比較的少ない｡ 有明海






の年の出漁船は合計隻, 人 (１隻３人乗り) で,






成された｡ 設立時期は, 朝鮮の植民地化と並行している｡ こ
のうち, 福岡県の漁業根拠地は県の補助を得て山門郡漁業奨















カン ビョン ムー ｢あんこう網漁船の発達過程と改良方案｣





資料：吉田敬市 『朝鮮水産開発史』 (朝水会, 昭和年) 

表４ あんこう網がある移住漁村 (年現在)










時期 (明治後期・大正初期) と衰退する時期 (大正後期・昭
和戦前期) に分けてみていこう｡ 増大期については, 北部漁
場の開発経過についてもみる｡ 時期によって出漁船数は無論




網, 田内 (たおうち) あんこう網の３種類といわれた｡ 用語
の使い方からすると, 福岡県のあんこう網を念頭においてい
るようだ｡ 網の構造は３種類とも同じで, 規模が違うだけで












木浦以南では４～６月の３ヶ月, 長崎, 熊本, 福岡, 佐賀
県からあんこう網が七山島, 竹島, 煙島, 蝟島, 隔音島に出
漁している (年)｡ 木浦以北は遠浅海岸で, 干満の差が
甚だしく, 有明海に似ていて, 延縄, あんこう網, 羽瀬, 流
し網に向いている｡ とくに北鹿島, 狐島あたりまでは福岡,





たが, 日露戦争の開戦とともに出漁者 (延縄) が現れた｡
漁場別にみると, 七山島・蝟島 (全羅道) は, 延平列島,
魚泳島と合わせて朝鮮の三大グチ漁場で, ４月初旬より日本,
朝鮮の漁船～隻が出漁する｡ 盛期は日で, それを過
ぎると日本人は他に移動する｡ 竹島・隔音島 (全羅道) には,
日本漁船はあんこう網, タイ延縄, サワラ流し網など隻
以上が出漁｡ 日本からの出漁は５月上旬～６月中旬で, その
後は他へ移動｡ 煙島 (忠清道) も同じ｡
鹿島・狐島・馬梁洞・浅水湾 (忠清道) は, タイ延縄やあ
んこう網が～隻出漁｡ 漁期は６～７月で, 竹島からその
一部が移ってくる｡
仁川付近 (京畿道) は, 年に福岡県人が始めて竹島で
操業した後あんこう網で出漁｡ 延平列島 (黄海道) はグチの
三大漁場で, 年に長崎県南高来郡西郷村のあんこう網が




























チ漁業の中心地｡ 竹島, 煙島は群山の沖にあって, 春季にタ





尺, または７尺と小型で, 往復の航海は難渋を極め, また時












時だけ操業するので, 操業日数は５潮, 	日程度となる｡ 漁
期の初めは蝟島周辺, ３潮目から群山沖の竹島, 煙島付近に
長崎大学水産学部研究報告 第号 () 









	隻も増加した｡ この他, 延平島, 安東県へ出漁する者を
加えると隻に達する｡ 県別の隻数をみると, 長崎県
隻,




























































の水産物の販路は平安南道であったが, 大部分は ｢満州｣ へ
送られるようになった｡ 中国・安東県が市価の標準となった｡
年頃には平安北道のあんこう網漁船は	隻, エビ








４月に蝟島 (全羅南道) に来て七山灘から操業を始め, 魚
群の移動とともに竹島 (全羅北道), 外煙島 (忠清南道), 延






げする場合と沖買船 (中国人経営) に売る場合がある｡ 本道
の許可を得た通漁船は～
年は～	隻で, 最も多いの
は佐賀県, 次いで長崎県, さらに熊本県, 福岡県と続く｡ 日
本からの出漁船は大幅に減少した｡ 朝鮮内からの通漁 (本道
















































あった｡ これに対し, 伝統的な ｢待網｣ はすべて朝鮮型漁船






























業 (	万円) の順となっている｡ あんこう網漁船は
	





にも伝搬した｡ 岡本正一 『満支の水産事情』 (年) によ
れば, 有明海のあんこう網は朝鮮西岸を経て ｢満州｣ に広まっ
たとして, その内容を詳しく伝えている｡ そのあんこう網に
は, 荒目, 細目, 田内 (たうち) の３種類があった｡ 荒目あ



















に大きいので, 小型網を使用し, 網目を大きく, 網糸を太く
した｡ 船, 網ともに小型で, 乗組員は２～３人であったが,
年代半ばには漁船規模は肩幅尺 (１丈), 長さ８間,




年前後のあんこう網漁船 (黄海道及び京畿道) は, 長





























































後年になるほど, 船具新調費 (艤装費) が高くなっている｡
漁船の大型化や乗組員の増加で船室, 炊事室などの整備が求
められたのであろう｡ 漁具新調費は予備網を含めて, ２～３
張準備する｡ 	年代に金額が増加している｡ その他, 	

年の起業費に漁夫前貸しがある点が注目される｡












んこう網, タチウオあんこう網), 年	日, 
回の操業
(平均１日２回操業) で, 円の収入となった｡ 漁業支出
は, 人件費		円, 漁具費	円, 食費及び雑費円,
計	円で, 差し引き利益は円となった｡ 操業期間が４















	年頃は, 安見五十馬 ｢鮟鱇網漁業に就いて｣ 『朝鮮





加えて隻が出漁した｡ しかし, エビの不漁, 出漁船の増
加, 中国の排日貨運動による魚価の低下によりあんこう網以
外は不振で, 出漁船は翌年には隻に減少した｡





の初漁はタイ, グチ, ヒラメ, ハモ, エビを対象とし, エビ
は陸上加工 (中国輸出向け) し, 鮮魚はそのまま出荷した｡
５月はエビの時期で, 昼はエビあんこう網, 夜は荒目あんこ
う網を操業した｡ ６月初旬にエビが姿を消すと鮮魚中心にな










けで, 隻 (長崎県の３隻を含む) は安東県に集中した｡ こ
の安東県への出漁は年頃から数隻で始まったが, 年
に急増し, 好成績を収めたことから翌年の大量出漁につながっ
た｡ しかし, 漁獲は全くの不振で, 帰国旅費にも窮する有様






延長され, グチ, ニベを対象としている｡ １隻平均
円
の漁獲があった｡ 朝鮮の地方政府によって沖合漁船建造の補
助金 (全羅北道, 忠清南道, 黄海道, 平安北道, 全羅南道)
や融資がついたり, 網目規制 (全羅北道, 黄海道) が行われ
たりした｡ 全羅南道では漁船が飽和状態で, 漁場が沖合に拡
がっている｡
漁業地は朝鮮西岸一帯に拡がっており, グチ, ニベ, タチ
























松本吉三郎の履歴書 (年記) が残されている｡ それによ
ると, あんこう網が熊本県から多比良村に導入されたのが







こうして, 年７月下旬に８隻 (各４人乗り) で出漁し
た｡ 樺島 (長崎半島先端), 松島, 平戸, 壱岐, 対馬を経て





に増えた｡ ３月下旬に木浦に到着した｡ 漁場調査の結果, 蝟


















対象をグチとし, それに合わせた出港と帰国, 乗組員, 漁期,
漁場の選択, 漁船漁具の改良が進んでいる｡ 漁獲物がグチで
朝鮮内で消費されるため, その販売には苦労した経過が述べ




こう網漁船の新造 (肩幅６尺以上｡ １隻あたり円以内) に
対して奨励金が交付されることになった｡ これを機に２つの
出漁組合ができた｡ 南高来郡韓海出漁組合 (組合員人, 根
拠地は蝟島, 煙島) と西彼杵郡式見村韓海出漁団 (団員は乗




あった｡ 主な出漁漁村は, 多比良村隻, 深江村	隻, 布津
村隻, 湊町隻, 安中村５隻などとなっている)｡
出漁先の蝟島 (全羅南道) 周辺の漁期は３潮で, 初潮は４
月日～日, 中潮は４月日～５月４日, ３潮目は５月
日～日である｡ 中潮はグチの盛期で, 処理に困るほど獲れ
た｡ 中潮が終わると多くは竹島 (忠清南道) 沖へ移ってタイ





人, 北高来郡 (諫早町) ３








こう網出漁は, 南高来郡が隻, 人, 西彼杵郡が６隻,




	人, 北高来郡(諫早町)６隻, 人, 西彼

































である｡ 一方, あんこう網で朝鮮海に出漁したのは, 南高来








































































































隻, 漁獲高トン, 円, あんこう
網従事者人であったが, 年では組合員人, 漁船数




る｡ 福岡県漁業奨励費, 山門郡遠洋漁業奨励費を使って, 有
明海と漁海況条件が似ている朝鮮西岸への出漁者を募集した
ところ, 応募はわずか４隻で, しかも漁船は小さく (肩幅４











はさらに増加した｡ 年は日露戦争の開戦 (２月) で出漁
船は隻にとどまったが, 操業に問題はなく, かえって魚価

















みていこう (表)｡ 	年の沖端村のあんこう網は, ４～
８月は朝鮮海出漁, ９～月は有明海で操業する｡ その他の
時期は準備に費やし, 乗組員は採貝に従事した｡ 出漁者と移













長崎大学水産学部研究報告 第号 () 
表９ 福岡県あんこう網の朝鮮海出漁





資料：福岡県水産試験場 『福岡県漁村調査報告 漁業基本調査第壱報』 (大正６年４月) 		







	年頃, 沖端村に沖あんこう網 (朝鮮海出漁, 秋はマエ
ビを漁獲) が
隻 (漁船の肩幅は～	尺), 内あんこう網









う網の経営収支は, ｢沖あんこう網｣ は隻 (３人乗り), 漁
獲高は































































いるが, 主な出漁町村は藤津郡濱町 (	隻から隻へ), 西









 熊本県河内町の氏 (年生まれ) は, 父があんこう
網で・	年まで木浦へ出漁していたし, 	年まで家
に朝鮮人１人が雇われていた｡
 長崎県深江町の氏 (年生まれ) は, 地元で父の小
漁業や叔父のバッシャ網を手伝った後, ～年の４年






コースを辿った｡ 往復の所要日数は, 天候次第である｡ 深
江町から６～７隻が出漁していた (最盛期には深江村から
	隻ほどが出漁していたので, 随分少なくなった)｡ 配当
は, 費用を差し引いて, ３人乗りなら５等分して, 漁船漁
具に２人分, 乗組員は均等に配分する｡ バッシャ網は網口
が縦横ともに尋, 網の長さは尋で, 予備網と合わせて
２統持参した｡ 網は綿糸網で自製である｡ 小潮の時, 持参
した柿渋で網染めした｡
地元では, 父と同じタコ壺, カシ網 (刺し網) をした｡
朝鮮海出漁の船はグチを大量に積むので大きく, 地元では
大きすぎて使えず, 小船で操業した｡ 歳のとき, 徴兵検
査を受け, 年から中国へ２年間, 出兵した｡ 終戦前に
もう一度, 徴兵されている｡
 
袋網で待ち受け, 潮流に乗ってくるアミ, エビ, 魚をこし
とる ｢待網｣ 漁法は, 干満差が大きく, 潮流の速い有明海や
黄海で発達したが, なかでも, 袋網を碇で繋ぎ止め, 網口の
上下を浮子竹と沈子桁で開口させるものを本稿ではあんこう














年の出漁船の ( ) 内は動力漁船の内数
ことから大規模網漁業を駆逐し, 漁業者の自立を高めていっ

























































５) 岡本正一 『満支の水産事情』 (昭和年, 水産通信社)
	｡ 『満州漁業並水産物需給状況調査
報告書』 (昭和８年, 農林省水産局) 	
, にも同
じ内容の記述がある｡






８) 『中国海洋漁具図集』 (年, 浙江科学技術出版社, 中
国語) 	

９) 『熊本県漁業誌 第一編上』 (明治年, 熊本県農商課)
	

) ｢熊本県水産誌｣ 『玉名市史 資料編６文書 (近・現代)』
(平成６年, 玉名市) 所収, 	

) 前掲 『熊本県漁業誌 第一編上』 	

) 『水産調査予察報告 第一巻第五冊』 (明治年, 農商務
省) 	

) 両台風の状況や被害については, 前田哲之助 『長洲の漁
業』 (平成年, 自費出版) 	
, が丹念に記録
を集め, 詳しく伝えている｡
) ｢長洲町鮟鱇網漁業調査｣ 『明治四十二年度 熊本県水産
試験場業務報告』 	

) 前掲 『長洲の漁業』, 	


) ｢佐賀県鮟鱇網入漁ニ関スル取調｣ 前掲 『長洲の漁業』
所収, 	
) 長崎県編 『漁業誌 全』 (明治年) 	

) ｢明治年 長崎県水産経済調査｣ 長崎県立図書館所蔵
) ｢南高来郡町村要覧｣ (明治年４月) 長崎県立図書館所
蔵
) ｢松本吉三郎履歴書｣ (大正９年) 多比良漁協所蔵
) 農商課事務簿 ｢諫早海面佐賀県下漁民と紛議一件書｣




) ｢福岡県漁業誌｣ 『福岡県史 近代資料編農務誌・漁業誌』
(昭和年, 福岡県) 所収, 	
) 『大牟田市史 中巻』 (昭和年, 大牟田市役所) 	


) 福岡県水産試験場 『福岡県漁村調査報告 漁業基本調査
第壱報』 (大正６年４月) 	
) 『第二回水産博覧会審査報告 第一巻第一冊』 (明治年
３月, 農商務省水産局) 	















訳 『黄金の海・イシモチの海』 (年, 法政大学出版
局) , 参照｡
) 吉田敬市 『朝鮮水産開発史』 (昭和年, 朝水会) 
) 『韓国水産誌 第一輯』 (隆煕２年, 農商工部水産局)


) 羽原又吉 『日本近代漁業経済史 下巻』 (昭和年, 岩
波書店) 
) 前掲 『朝鮮水産開発史』 
	) 『韓海漁業視察報告 静岡外一縣漁業視察報告』 (明治
年月, 和歌山県水産組合) 

) 『福岡県の水産業』 (大正４年４月, 福岡県) 
) 前掲 『韓国水産誌 第一輯』 日本漁夫使用漁具の項｡
) 下啓助・山脇宗次 『韓国水産業調査報告』 (明治年４
月) 

) ｢韓国竹島漁場の状況｣ 『大日本水産会報 第号』 (明
治年３月) 

) 『明治参拾八年度 韓海鮟鱇網試験概況』 (広島県水産試
験場) 
) 『韓国西南沿海漁業視察書』 (明治年９月, 福岡県水産
試験場) 
) ｢鮟鱇網漁業調査並ニ漁獲物運搬｣ 『明治四十年度 長崎
県水産試験場事業報告』 
) ｢群山漁況報告 (四月中)｣ 『長崎水産時報 第号』 (明
治	年６月) 	
) 宮城雄太郎 『日本漁民伝 下』 (いさな書房, 昭和年)








) ｢安東県の漁業｣ 『長崎水産時報 第号』 (大正元年
月) 
) 前掲 ｢平北漁場譲渡交渉顛末｣ 		

) ｢朝鮮海水産組合群山支部管内重要漁業状況一覧表 明
治四十三年分｣ 前掲 『長崎水産時報 第７号』 		
	) 樋口律太郎 ｢平安北道水産業の大勢｣ 『朝鮮之水産 第
号』 (大正年１月) 
	) 『黄渤海の漁業』 (大正年７月, 南満州鉄道株式会社)


	) 安見五十馬 ｢鮟鱇網漁業に就いて｣ 『朝鮮之水産 第

号』 (昭和年９月) 	
	) 『有明海の漁業』 (昭和	年３月, 水産庁有明海漁業調整
事務局) 
	) 『有明海水産要報』 (昭和年３月, 水産庁有明海漁業調
整事務局) 






	) カン ビョン ムー ｢あんこう網漁船の発達過程と改良方
案｣ 『水産研究 第８号』 (年８月, 韓国語) 









鮮篇第５分冊』 (	年, 大蔵省管理局) 








	) 前掲 『朝鮮水産開発史』 


) 前掲 ｢あんこう網漁船の発達過程と改良方案｣ 







) ｢改良鮟鱇網漁業試験｣ 『昭和８年度 黄海道水産試験場
事業成績報告 第１号』 (昭和年３月) 
) 『昭和年度 黄海道水産試験場事業成績報告』 (昭和
年３月) 
) 同上, 	
) ｢第三回韓海出漁指導試験｣ 『明治四十二年度 熊本県水
産試験場業務功程報告』 	
) 前掲 ｢長洲町鮟鱇網漁業調査｣ 
) ｢出稼漁業調査｣ 『昭和五年度 熊本県水産試験場事業報
告』 





) 東洋日の出新聞 明治年３月日, 前掲 ｢松本吉三郎
履歴書｣
) 東洋日の出新聞 明治年３月日





) ｢四十五年度朝鮮海出漁者｣ 『長崎水産時報 第号』
(明治	年４月) 		, ｢同 (つづき)｣ 『同 第号』
(明治	年５月) 	














) 大森住圭・古川三男 ｢昭和八年度事業報告 朝鮮関東州




) 『長崎県水産要覧』 (昭和年４月, 長崎県水産会) 





産 第２号』 (昭和年５月) 





















) 『昭和六年十二月調 動力付漁船一覧』 (昭和７年３月,
福岡県水産課)
) 福岡県経済部水産課 『有明海の水産』 (昭和年３月)

) 佐賀県漁業調整委員会史編纂委員会 『佐賀県漁業調整




) 『水産要覧 昭和６年月』 (昭和７年３月, 佐賀県内
務部) 	
片岡千賀之：あんこう網漁業の発達－有明海での生成と朝鮮海出漁－
